
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(資料)米国労働省資料より作成。(注)平均時給右目盛り前月比。 

米国経済の雇用情勢はさらに逼迫する動向にあり、賃金も強含んでいる。こうした中で、

米国の金融政策もこれまでの緩和政策から引き締め政策へ転換の方向を強めている。失業

率は、4%を切り 3%台に入っており、米国経済では完全雇用による労働力不足を深刻化

させている。これにより、平均賃金も前年水準に対して 4-5%上昇しており、前月比ベー

スでも依然として高い上昇スピードにある。金融為替動向への留意が高まっている。 
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朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


